
春
が
来
た

　
　
　

ユ
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会
代
表　

藤
井　

純
一

第 115 号 
2021.05.14 発行 

（令和 3 年）

 ユウパリコザクラの会

事務局 ( 菊地 )

〒 069-0835

江別市文京台南町 53-13

FAX　011-387-1385

携帯　080-6090-1839

E-mail

info@yuparikozakura.org

Website

http://yuparikozakura.org

ようこそ花の夕張岳へ 

 https://www.facebook.com/

yuparikozakura/

こざくらだより　第 115 号
　

昨
今
春
が
来
る
の
を
待
ち
わ
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
寒
さ
に
は
人
一
倍
自
信
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
が
、

こ
こ
数
年
め
っ
き
り
弱
く
な
り
ま
し
た
。
家
で
は
妻
に

室
温
設
定
は
十
八
度
に
と
、
ず
っ
と
言
っ
て
来
ま
し
た

が
、
今
で
は
二
十
度
以
上
に
ス
ト
ー
ブ
を
燃
や
し
て
い

ま
す
。
素
足
で
居
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
今
年
は
昨
年
よ
り
は
る
か
に
雪
が
多
く
て
、

ヒ
ュ
ッ
テ
の
北
側
は
想
像
を
超
え
る
雪
の
堆
積
量
で
し

た
。
母
屋
の
屋
根
ト
タ
ン
も
一
枚
め
く
れ
、
修
繕
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
ト
イ
レ
の
庇
の
垂
木
が
折

れ
、
庇
が
下
に
垂
れ
て
い
る
状
態
で
す
。
更
に
ヒ
ュ
ッ

テ
前
に
か
か
る
一
番
目
の
橋
、
仮
に
「
一
号
桃
源
橋
」

（
と
う
げ
ん
き
ょ
う
）
と
し
よ
う
。
こ
れ
の
橋
桁
が
落

ち
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ホ
ー
ス
を
渡
し
て
い
る
橋
、
仮

に
「
夢
の
懸
け
橋
」
と
し
よ
う
。
そ
の
橋
の
ホ
ー
ス
を

受
け
て
い
る
台
木
が
傾
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
上
水
道

の
配
管
の
外
れ
が
あ
り
、
接
続
し
な
お
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
炊
事
棟
の
シ
ン
ク
の
窓
ガ
ラ
ス
が
さ

ら
に
割
れ
ま
し
た
。
母
屋
の
ベ
ラ
ン
ダ
の
手
す
り
が
雪

の
沈
降
力
で
倒
れ
ま
し
た
。
自
然
は
厳
し
い
で
す
が
、

人
間
の
自
然
に
対
す
る
甘
さ
も
出
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
冬
じ
ま
い
を
も
う
少
し
真
面
目
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

新
規
に
炊
事
棟
の
暖
炉
の
建
設
、
下
界
の
植
物
の
種
持

ち
込
み
防
止
用
の
足
洗
場
の
設
置
、
大
量
に
集
積
し
た

薪
原
木
の
処
理
な
ど
、
毎
度
な
が
ら
仕
事
は
山
ほ
ど
控

え
て
お
り
ま
す
。
山
の
方
で
は
昨
年
で
き
な
っ
か
っ
た

木
道
の
下
界
へ
の
運
搬
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
会
が
外

部
に
周
知
し
て
い
る
事
業
な
の
で
、
状
況
が
許
せ
ば
（
コ

ロ
ナ
の
こ
と
）
何
と
し
て
も
や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
季
ヒ
ュ
ッ
テ
の
オ
ー
プ
ン
は
ど
う
な
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
管
理
人
の
配
置
が
大
き
な
課
題
と
な
る
の
で

は
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
出
来
る
人
は
平
日
の
管
理
人

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
期
は
十
一
月
か
ら
四
月
ま
で
ヒ
ュ
ッ
テ
に
行
か
な

か
っ
た
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
い
と
き
は
四
回
も
行
っ
た

月
が
あ
り
ま
す
。
四
月
二
十
九
日
現
在
、
林
道
第
一
ゲ
ー

ト
か
ら
四
キ
ロ
ま
で
車
で
走
れ
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
は
ヒ
ュ
ッ
テ
ま
で
は
無
理
か

と
思
い
ま
す
が
、
今
年
は
雪
解
け
が
か
な
り
速
い
の
で
、

更
に
奥
ま
で
入
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ち

な
み
に
昨
年
は
異
常
に
雪
が
す
く
な
っ
か
っ
た
た
め
か
、

四
月
の
末
に
林
道
の
雪
は
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
冒

頭
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
雪
の
重
み
や
溶
け
る
際
に
生

じ
る
沈
降
力
な
ど
で
建
物
な
ど
に
も
影
響
が
出
ま
す
。

冬
の
間
の
ヒ
ュ
ッ
テ
の
状
況
を
確
認
し
て
、
小
屋
開
き

前
に
修
繕
の
段
取
り
や
工
数
計
算
す
る
為
に
は
、
冬
季

で
も
毎
月
行
く
の
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
長
年
ユ
ウ
パ
リ
コ
ザ
ク
ラ
の

会
に
絶
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
、水
尾
清
司
（
き

よ
し
）
さ
ん
が
二
月
二
十
日
に
肺
が
ん
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
水
尾
さ
ん
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
君
尾
さ
ん
と
会
発

足
当
初
か
ら
の
会
員
で
、
特
に
ヒ
ュ
ッ
テ
の
管
理
に
尽

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
十
周
年
記
念
誌
に
書
き
ま

し
た
が
、
夕
張
岳
ヒ
ュ
ッ
テ
の
管
理
を
無
条
件
で
受
け

た
の
も
、
水
尾
さ
ん
の
ヒ
ュ
ッ
テ
管
理
の
経
験
が
後
押

し
を
し
ま
し
た
。
ビ
ー
ル
を
片
手
に
持
っ
た
和
や
か
な

遺
影
で
し
た
。
河
村
さ
ん
と
会
っ
て
真
夜
中
に
厚
い
ス

テ
ー
キ
で
も
焼
い
て
ビ
ー
ル
を
交
わ
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
の
折
葬
儀
は
内
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
か
ら
は
花
を
送
り
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

3/7 のヒュッテの様子
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山
の
ト
イ
レ
の
会
へ
の
寄
稿
文　
　
　

 　

今
号
は
、
掲
載
す
る
記
事
ネ
タ
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
今
年
の
１
月
に
「
山
の
ト
イ
レ
の
会
」
の
記
念

誌
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
寄
稿
文
を
付
録
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

昨
年
の
第
１
回
パ
ト
ロ
ー
ル
写
真　
　
　

 　

昨
年
の
第
１
回
パ
ト
ロ
ー
ル
は
６
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
昨
年
は
積
雪
量
が
少
な
く
、
前
岳
下
の
雪
渓
ト
ラ
バ
ー

ス
の
距
離
も
長
く
な
か
っ
た
で
す
。
花
も
い
く
ら
か
早
か
っ

た
よ
う
で
す
。
さ
て
今
年
は
ど
う
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
？ 

　

積
雪
量
は
昨
年
よ
り
は
か
な
り
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
３

月
が
比
較
的
暖
か
く
、
雪
解
け
の
ス
ピ
ー
ド
も
早
い
よ
う
で

す
。
今
年
の
第
１
回
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
６
月
６
日

に
行
う
予
定
で
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
登
山
道
の

ロ
ー
プ
張
り
作
業
も
行
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
後
日
に

メ
ー
ル
に
て
ご
案
内
の
配
信
を
す
る
予
定
で
す
。



こざくらだより　第 115 号

メランジュが織りなす希少な高山

蛇紋 生植岩

未来
へ残そ

う！

ふるさ
との山未来

へ残そ
う！

ふるさ
との山

天然記念物指定　　　　　　周年　25
　　夕張岳は夕張山地の南側に位置し、夕張市と南富良野町にまたがっています。夕張岳の高山植物群落は、蛇紋岩
の成分である超塩基性の成分と結びついたきわめて希少な蛇紋岩変形植物、氷河期の遺存種など夕張岳固有ある
いは特異的な分布を示す高山植物で特徴づけられます。
高山植物の組成はわずかな距離で変化し、北海道の山岳でみられる高山植物のほぼ全てがみられる。さらに夕張岳
固有の植物が加わることで、他ではみられないほどの豊富で多様な様相を呈しています。
　夕張岳を含む一帯は、地下数十キロメートルの深さにあったカンラン岩に水が付け加わり上昇して形成された蛇紋
岩のわが国最大の分布地域となっています。さらに、プレートの沈み込みを示す特徴的岩石として注目され、世界的
にも稀な蛇紋岩メランジュが広く分布しています。
　植物、植生のみならず地形や地質構造においても非常に貴重で学術上卓越した価値を有するものです。

「夕張岳の高山植物群落および蛇紋岩メランジュ帯」

天然記念物指定　　　　　　周年　25
　　夕張岳は夕張山地の南側に位置し、夕張市と南富良野町にまたがっています。夕張岳の高山植物群落は、蛇紋岩
の成分である超塩基性の成分と結びついたきわめて希少な蛇紋岩変形植物、氷河期の遺存種など夕張岳固有ある
いは特異的な分布を示す高山植物で特徴づけられます。
高山植物の組成はわずかな距離で変化し、北海道の山岳でみられる高山植物のほぼ全てがみられる。さらに夕張岳
固有の植物が加わることで、他ではみられないほどの豊富で多様な様相を呈しています。
　夕張岳を含む一帯は、地下数十キロメートルの深さにあったカンラン岩に水が付け加わり上昇して形成された蛇紋
岩のわが国最大の分布地域となっています。さらに、プレートの沈み込みを示す特徴的岩石として注目され、世界的
にも稀な蛇紋岩メランジュが広く分布しています。
　植物、植生のみならず地形や地質構造においても非常に貴重で学術上卓越した価値を有するものです。

「夕張岳の高山植物群落および蛇紋岩メランジュ帯」

町
並
み
は
変
わ
っ
て
も

わ
た
し
は
い
つ
ま
で
も

こ
こ
に
い
ま
す

天
然
記
念
物
２
５
周
年
記
念
ポ
ス
タ
ー 

市
内
各
所
他
に　
　
　

一般向け

市内＆近郊向け

 　

先
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
夕
張
岳
の
天
然
記
念
物

指
定
２
５
周
年
を
記
念
し
て
、ポ
ス
タ
ー
を
制
作
し
ま
し
た
。

一
般
向
け
と
市
内
＆
近
郊
施
設
掲
示
向
け
の
２
種
類
を
作
成

し
て
ま
す
。 

夕
張
市
内
の
学
校
や
公
共
施
設
な
ど
中
心
に
掲
示
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
空
知
支
庁
の
近
郊
の
市
町
村
（
岩
見
沢
市
・
南
幌

町
・
長
沼
町
・
栗
山
町
・
由
仁
町
）
の
教
育
委
員
会
を
通
し

て
、
小
中
学
校
へ
の
掲
示
も
お
ね
が
い
し
ま
し
た
。
普
段
目

に
し
て
い
る
山
へ
の
関
心
が
少
し
で
も
強
く
な
っ
て
く
れ
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す　



　　　今後のスケジュール（予定含む） 
月 日 各行事内容
    5

8 日（土） 総会（夕張りすた）→中止　
15 日（土） 自然保護連合代表者会議（エルプラザ）
22 日～ 30 日（日）小屋開け準備　

6

6 日（日） 第 1 回パトロール ( ロープ張り）※予定

12 日（土） ヒュッテ開き　※予定

20 日（日） 第２回パトロール　※予定

26 日・27 日 登山道木道整理事業準備開始　※予定

7
1 日（木） 第３回パトロール（官民合同）　※予定

18 日（日） 第 4 回パトロール　※予定

8
7 日（土） 木道整理事業開始　※予定

22 日（日） 第 5 回パトロール　※予定

9 26 日（日） 第 6 回パトロール・木道整理事業終了　

10 2 日～ 31 日（日） 小屋じまい＆登山道笹狩り

※新型コロナウィルス関連の国や北海道などの緊急事態宣言や要請
により、予定は変更や延期になる可能性があります。
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会費の継続納入・ご寄付 
ありがとうございます !

 

夕張岳の自然に興味のある方、当会の活動に関心を
お持ちの方は、ユウパリコザクラの会へ入会または
ご寄付をよろしくお願い致します。 
年会費　２，０００円　家族会員　３，０００円

名義 : ユウパリコザクラの会
ゆうちょ口座 : ０２７８０－９－４３７４７ 

【お仕事の例】 
・監視パトロール（道委託 / 森林管理署協定） 
・ヒュッテ管理人・維持管理（夕張市委託） 
・高山植物観察員 / 文化財・森林観察員 
・各関係団体との交流 / 広報・庶務作業

夕張岳ヒュッテの維持管理
と炊事棟建設にご支援を！

昨年はヒュッテ営業自粛により、協力金としての計
上は 0 円となりましたが、ヒュッテの募金箱などに
たくさんの温かい寄付をいただきました。今年度は、
延期したプロジェクトの遂行と天然記念物 25 周年
の記念に残る行事が無事できるように、新型ウィル
スの終息を願いたいと思っております。 

名義 : ユウパリコザクラの会
ゆうちょ口座 : ０２７８０－９－４３７４７ 

（ヒュッテ用口座はコザクラ口座に統一されました）

　　今年度のヒュッテ宿泊営業について 
2021 年度の夕張岳ヒュッテの営業につきましては、現在の所対
策を講じながら、管理人を配置して宿泊営業をしようと進めてお
りますが、この記事を書いている現在でも、大阪・東京・京都・
兵庫などでは非常事態宣言が出ている状況で、変異株の要因によ
る致死率の拡大など予断を許さない状況です。 
　山小屋のコロナの対策は、一般の宿泊施設と大きく異なり宿泊
者本人に委ねなければならない事項も多く、営業を開始した際に
おいても、いろいろと条件を付けてのものになるかと予想してい
ます。
以下、一般的な山小屋での主な対策事項になります。
　・インナーシュラフ等、ウエットティッシュの持参
　・居室内でのマスクの装着 
　・受付時の検温 
　・個人毎の宿泊名簿作成 
　・居室の強制換気
　・定員の制限、テント泊の奨励 

5/20 前後にはホームページに方針を掲載する予定です。しばら
くお待ちください。

　

鹿
島
眺
望
公
園
に
夕
張
岳
の
看
板
を
！　

　

１
９
９
６
年
６
月
に
夕
張
岳
が
国
の
天
然
記
念
物
指
定

を
受
け
た
指
定
名
が
「
夕
張
岳
の
高
山
植
物
群
落
お
よ
び

蛇
紋
岩
メ
ラ
ン
ジ
ュ
帯
で
す
。
天
然
記
念
物
の
指
定
基
準

の
う
ち
「
植
物
」
と
「
地
質
鉱
物
」
の
２
つ
の
要
素
が
同

時
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
双
方
の
要
素
に
お
い
て
も
非
常
に

貴
重
で
学
術
上
卓
越
し
た
価
値
を
有
す
る
も
の
と
の
判
定

で
す
。
こ
の
よ
う
に
日
本
で
も
貴
重
な
自
然
が
残
る
夕
張

岳
で
あ
り
ま
す
が
、
認
知
度
的
に
は
高
い
と
は
言
え
な
い

状
況
で
す
。 

　

道
立
自
然
公
園
指
定
に
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
国
定
公

園
・
国
立
公
園
に
匹
敵
す
る
要
素
を
持
ち
な
が
ら
、
指
定

が
さ
れ
て
い
な
い
の
も
一
つ
の
要
因
と
考
え
、
も
し
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
等
が
開
催
で
き
た
時
に
は
、
そ
の
自
然
の
価
値

を
学
び
、
再
評
価
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
４
５
２
号
線
の
鹿
島
眺
望
公
園
に
は
い
く

つ
か
の
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
が
、
か
つ
て
炭
鉱
で
栄
え
た

大
夕
張
の
建
物
跡
の
碑
で
あ
り
、
目
の
前
に
広
が
る
自
然

環
境
関
連
の
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ド
ラ
イ
ブ
ル
ー
ト
と
し

て
人
気
も
あ
る
の
で
、
天
然
記
念
物
指
定
の
紹
介
な
ど
を

記
し
た
看
板
を
設
置
し
て
、
幅
広
い
人
に
認
知
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
ま
す
。
看
板
の
設
置
費
用
に
つ
い
て

は
、
本
体
制
作
費
用
の

一
部
は
助
成
の
申
請
を

し
て
お
り
、
ほ
ぼ
設
置

工
事
費
の
み
で
設
置
が

で
き
る
め
ど
も
つ
い
て

い
ま
す
。
シ
ー
ズ
ン
中

に
は
新
し
い
看
板
が
設

置
出
来
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

　

看板のイメージ図


